
帯広の森オープンにおける【コロナ対策】 

 

 大会に参加する選手と関係者の皆さんは、以下の事項にご協力ください。 

 

１ 基本事項 

（１）体温の確認 

起床後、夕食後の１日２回、体温を計測し記録する。体温上昇が複数日続いた場合は、関係機関に相談する。 

選手本人や同居家族が、発熱や風邪の症状の体調不良がある場合は会場へ立ち入らない。 

（２）選手・顧問・保護者などの関係者は、コートでプレーするとき以外は、練習会場内ではマスクを着用する。 

(熱中症の恐れがある場合は、早めの水分補給をするとともに、他者とのソーシャルディスタンスに注意してマ

スクを外す。) 

(３)多くの人が触れるような場所を触った際は、流水と石鹸で手洗いする。 

(４)タオル、ハンカチは個人のものを使用し、他人との共用しない。 

（５）分補給時は、自分で用意した飲み物以外は絶対に飲まない。 

 

２ 会場において 

（１） コートハウス、大会本部に入る際は、マスクを着用する。 

（２） 本部が「三密」の状態にならないように注意する。 

（３） 待機場所においても「三密」の状態にならないように注意する。また、食事をする際は極力近接したり、

向かい合ったりしないようにする。 

（４） コートに入る際は、消毒用アルコールを用いて手指の消毒を行う。＊コート入り口に置いています。 

（５） ダブルスでは、インプレーでない時間の最小距離はラケットタッチできる程度までとし、会話は必要最

小限の内容を、短時間で済ませる。なお、ハイタッチ等は行わない。試合終了後の握手は行わない。 

(６) 応援する際は、極力前後左右２ｍ（最低１ｍ）以上の間隔をあける。 

（７）声を出しての応援は行わない。拍手での応援とする。 

（８）ゴミは各自で持ち帰る。 

(９) 試合終了後にコートブラシをかけなくても良いです。 
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